
 

令和７年度 浜松市立大瀬小学校 学校評価報告書 
 
１ 自己評価 

アンケートの実施：12 月に児童・保護者・教員の三者を対象に実施 。 

〇高評価項目 

保護者・児童共に「仲間との協力・感謝の心」の評価が非常に高く、特に児童の

A 評価は昨年の 56％から 71％へ大幅に向上した。 

〇安全・防災の取り組み 

「安全・防災」について、地域の見守り活動への感謝を含め、児童の 96％（A+B）

が高い肯定評価を寄せている。 

 〇いじめ防止等の基本的な方針に基づく取組 

いじめ防止については、年 3 回のアンケートと全員面談を徹底した。「子供の思

いを知るための面談」において、教員の肯定評価（A+B）は 88％（A 評価 19％・B 評

価 69％）であり、児童の肯定評価も 72％（A+B）に達している。組織的な早期発見・

早期対応の体制を継続している。 

〇成果が見られた項目 

【読書活動】昨年度の課題に対し、朝の読書時間の設定等を講じた結果、児童の A

評価が 24％から 37％へ上昇。AB 合計でも 86％となり、大きな成果を得た。 

〇継続課題 

「生活習慣」については、児童の肯定評価は 85％に達するが、保護者の 13％が「あ

まりできていない（C+D）」と回答しており、家庭・地域との連携が引き続き必要で

ある。 

 

２ 学校関係者評価（学校運営協議会における意見） 

２月 13 日（金）に開催した学校運営協議会において、以下の意見・提言をいただ

いた。 

〇読書活動への高い評価 

数値の向上に対し、「評価が上がっていて素晴らしい」「読書ボランティアの活

動の勢い付けに繋げたい」と高い評価を得た。 

 〇いじめ防止等の基本的な方針に基づく取組について 

組織的かつスピード感のある継続指導に対し、「ためらわずに困っていることを

言える風土ができている」「両者にとって禍根を残さない形で解決されている」と、

学校の対応に強い安心感と信頼が寄せられた。 

〇学校運営方針と新目標の承認 

新・学校教育目標「われら お・お・せっ子」について、全員異議なく承認された。 

 

 

 



３ 学校関係者評価を受けて（来年度の改善方策） 

（１）教育課程・日課の再編（多忙感の解消と教育の質向上）高学年児童や教職員の多

忙感を解消するため、木曜日の日課をシンプル（清掃時間）に整える 。 

「いきいきの日」を金曜朝に再編し、落ち着いた雰囲気での人間関係づくりを継続す

る。金曜日の昼休みを短縮し下校を早めることで、教員の授業準備（質の高い教育の

ための時間）を確保する。 

（２）学習・生活習慣・児童理解の定着 

読書活動の深化：朝活動（月〜木）を読書時間として固定し、ボランティアと連携

して本に親しむ機会を拡大する 。 

ICT の利活用：3 年生以上の端末毎日持ち帰りを継続実施し、家庭学習の習慣化を

図る 。 

（３）いじめ防止等の基本的な方針に基づく取組 

児童理解といじめ未然防止：いじめアンケートと担任による全員面談を引き続き実

施する。令和 7 年度の調査で教員と児童の認識に一定の開き（教員 88％、児童 72％）

が見られたことを踏まえ、より丁寧な対話を通じていじめの芽を早期に摘み取る風土

を定着させる。 

（４）地域・家庭とのつながり 

体験活動の充実：「遠州大念仏」の体験や「放課後グラウンドゴルフ教室」の回数

増を計画し、地域との接点を増やす 。 

学校説明会の実施：PTA 総会廃止に伴い、5 月の参観会時に「学校説明会」の場を

設け、直接情報を発信する 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


